
3-3  災
さ い

害
が い

の注
ちゅう

意
い

報
ほ う

や警
け い

報
ほ う

、避
ひ

難
な ん

情
じょう

報
ほ う

などの意味を知る
大雨注意報と大雨警報は、何がどう違

ちが

うのだろう。いろいろな防災情報のことばには、どういう意味があ
るのだろう。

■注意報・警報・特
とく

別
べつ

警報は危
き

険
けん

の程
てい

度
ど

に応じて発表
気
きしょうちょう
象庁は、大雨や強風、大雪など自

しぜんげんしょう
然現象で災害が起きるおそれがあるときには「注意報」を、重大な災害が

起きるおそれがあるときには「警報」を発表します。またこれまでに経験したことがないような重大な災害の
危険が極

きわ
めて高いときに「特別警報」を発表します。注意報や警報、特別警報は、市町村やテレビなどの報

ほうどう
道

機
きかん
関、通信会社などを通じてわたしたちに伝えられます。
そのほかに「記

き
録
ろく
的短時間大雨情報」、「土

ど
砂
しゃ
災害警

けいかい
戒情報」も発表されます。それぞれどんなときに発表され、

どういう意味があるのか、知っておくことが大切です。

このほかにも、次のような災害に対する速
そくほう

報や注意報・警報があります。
★地

じ

震
しん

に対して：地震が起きた場所（震
しんげん

源）に近い地震計がとらえたゆれ始めのデータをもとに、予
よ

想
そう

される最大震度
が5弱以上になるときに緊

きんきゅう

急地震速報を発表します。発表の対象は、震度が4以上になると予想される地域です。
★火山噴火に対して：活火山が静かなときは噴火予報、活動が激

はげ

しくなり災害が予想されるときは、程
てい

度
ど

に応
おう

じて
「噴

ふん

火
か

警報」、「噴火特別警報」が発表されます。
★津

つ

波
なみ

に対して：地震により津波発生のおそれがあるときは、予想される津波の高さに応じて津波注意報（20㎝以
上1ｍ以下）、津波警報（1ｍ超

ちょう

3ｍ以下）、大津波警報（3ｍ超）が発表されます。

●防災気象情報　～ 注意報→警報→特別警報の順で、危険度が高くなる ～

★気象庁が注意報・警報・特別警報を発表する自然現象
注意報や警報が発表されるのは大雨のときだけではありません。

注意報が発表されるのは
大雨・洪

こう
水
ずい
・強風・風雪・大雪・波

は
浪
ろう
・高
たか
潮
しお
・雷
かみなり
・融
ゆう
雪
せつ
・濃

のうむ
霧・乾

かん
燥
そう
・なだれ・

低
てい
温
おん
・霜
しも
・着
ちゃく
氷
ひょう
・着雪

警報が発表されるのは 大雨 (土砂災害、浸水害 )・洪水・暴
ぼう
風
ふう
・暴風雪・大雪・波浪・高潮

特別警報が発表されるのは 大雨（土砂災害、浸水害）・暴風・暴風雪・大雪・波浪・高潮

危険度 雨 種　類 どんなときに発表されるか 注　意

大雨注意報 大雨による土砂災害や浸水害が発生するお
それがあると予想したとき。

＊大雨警報・大雨特別警報は、
特に警戒が必要な災害を示して、
大雨警報（浸水害）・大雨特別警
報（土砂災害）のように発表しま
す。大雨警報 大雨による重大な土砂災害や浸水害が発生

するおそれがあると予想したとき。

記録的短時間大雨情報
数年に一度程度しか発生しないような短時
間の大雨（特に激しい短時間の大雨が観測
されたとき）

大雨特別警報

警報の発表基準をはるかに超える大雨が広
い範囲で予想され、これまでに経験したこ
とのないような重大な土砂災害や浸水害の
起こるおそれが著しく高まっているとき。
（台風や集中豪雨により、数十年に一度とい
うような激しい雨が予想されるときや、数
十年に一度というような強い台風や温帯低
気圧によって大雨が予想されるとき。）

【土砂災害警戒情報とは】
土砂災害の危険性がさらに高まったと予
想されたとき。
大雨警報（土砂災害）の発表中に、土砂災
害の危険度がさらに高まったときは、気
象台と都道府県が共同で、市町村を特定
して土砂災害警戒情報を発表します。　
市町村の土砂災害発生の危険度が高まっ
ているくわしい場所は、インターネット
の「山形県土砂災害警戒システム」で確
認できます。

強い雨が
降り始める

大雨が
激しさを増す

記録的な
大雨

経験のない
大雨

小

大
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命をををををを守守守守守守守るるるるる行行行行命命をををををを守守守守守守守る守守るるるるるる行行行動る行行行行行行行行動動動命を守る行動

警戒レベル とるべき行動 市町村から発令される避難情報
(発令がおくれる場合もある ) （避難行動の参考となる情報）

気象庁などから発表される防災気象情報

（市町村が発令）

（気象庁が発表）

（気象庁が発表）

（市町村が発令）

最新情報に注意

避難方法を確認

高齢者らは避難、
他は準備し自主避難

速やかに

全全 員員員 避避避全全 員員員員員 避避避避避 難難難難難難難全 員 避 難

早期注意情報（警報級の可能性：高・中）

警戒レベル３相当

警戒レベル4相当

警戒レベル5相当

大雨注意報
氾濫注意情報 等

洪水注意報

大雨警報
氾濫警戒情報 等

洪水警報

土砂災害警戒情報
氾濫危険情報 等

大雨特別警報
氾濫発生情報 等

1

2

33

44

55

避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告
避難指示（緊急）

（気象庁発表）

（気象庁発表）

（市町村発令）

（市町村発令）

（市町村発令）
（市町村が発令）

災害発生情報

■避難情報は5段
だん

階
かい

災害が発生する危険性が高まったときは、想定される災害の種
しゅるい
類別

べつ
に、あてはまる区

く
域
いき
を示
しめ
して、注意報や

警報が気象庁から、避
ひ
難
なん
勧
かんこく
告や避難指

し
示
じ
などの避難情報が市町村から発

はつれい
令されます。これらの情報は、危険の

程度に応じて５段階の「警戒レベル」に分かれています。

●警戒レベル　～ レベル3で高齢者らは避難開始、レベル4で対象地域は速やかに全員避難 ～

★緊急速報メール
気象に関する特別警報（大雨・暴風・暴風雪・大雪・波浪・高波）が発

表されたとき、噴火警報が発表されたとき、緊急地震速報や津波警報・大
津波警報が発表されたときは、関係する地域にいる人びとの携

けい

帯
たい

電話や
スマートフォンに、いっせいに緊急速報メールが送られます。
また、避難情報も、市町村の緊急速報メールなどで知らせてきます。

特別警報が発表される現象

大雪 波浪 高潮

暴風大雨 暴風雪大雨、長雨の影
えい

響
きょう

による土砂災害
や浸水害など。

台風や温帯低気圧によるひじょう
に強い風。

雪をともなう暴風。

数日以上にわたる降
こう

雪
せつ

により、社会的に
大きな影響をもたらすおそれのある雪。

台風や温帯低気圧による高波。地震
による津波とはまったく別のもの。

台風や温帯低気圧により、海面が
高くなる現象。

第３章　自然災害からいのちを守る第３章　自然災害からいのちを守る
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